
『百人一首』を走破して                        2025．2．22． 

 

 テレビドラマ「光る君へ」の主人公・紫式部の人気が昨年は急上昇

しました。日常の会話の中で「紫式部」という言葉が出ると話は発展

しました。才気煥発な教会の友人、俳句が趣味のウオーキングでの顔

見知りや、息子の妻から「百人一首をしましょう」と声がかかりまし

た。高校時代に数首覚えただけの私は「とんでもない！」としか返事

ができませんでした。ふと、京都に住む古い友人が下さった銘菓のあ

られに「小倉百人一首全訳」の栞が添えてあったのを思い出し、栞を

眺めているうちに、覚えてみようかという気分になりました。 

 10 月 24 日、百人一首のカルタ札を一枚めくって、出てきたのが月（つき）見ればちぢにも 

のこそ悲しけれわが身ひとつの秋にはあらねどでした。「まあ、みんな月を見れば悲しいなん 

て」と思ったものですが… 私の文字の汚いのを心配していたのか、妹がくれた「水でお習字 

おけいこの本」を取り出し、その半紙を使って細筆でスラスラと書いてみました。まるで平安 

朝の人になったかのような気分でした。毛筆を使うのは、優雅な気分になります。水で書いた 

文字はとても綺麗に見える時があり、濃淡や大小、細太のコントラストを楽しむことができま 

した。また、スマホのメモに記録しておきました。古いノートを見開きにして、1～100 と番号 

を打って、23 の箇所の上のページに上の句、下のページに下の句を書付ました。一日一首覚え 

ようかな、と気軽に思いました。そして、そのことを息子の妻に伝えたところ、「番号順です 

か、あいうえお順ですか」と聞かれ、「出てきた順」でしたから、つまり、考えなしだったこと 

が分かり、暗記物が苦手な私の本性が現れました。また、スマホで歌の意味や文法、作者につ 

いて教えてもらい、栞の訳を見て、暗唱してみようと務めました。 

 まあ、「ものおもう」、「あう」ことに熱心な時代だこと！と恋の歌の多さに驚くばかりで、ど 

れがどれやら混乱するほどですが、私のお気に入りはあらざらむこの世のほかの思ひ出に今ひ 

とたびのあふこともがなでした。紫式部のめぐりあひて見しやそれともわかぬまに雲隠れにし 

夜はの月かなもミステリー調で、意味深で、味がありました。 

とても驚いたのはよのなかよ道こそなけれ思ひ入る山の奥にも鹿ぞ鳴くなるでした。なんと 

寂しい儚い人生でしょう。けれどもおほ（お）けなくうき世の民におほふかなわが立つそまに

墨染の袖は、作者の信仰に生きる姿を思わせられ、ほっとします。 

自然の美しい情景を詠んだ歌は、様子が目に浮かび、そのまま覚えやすいです。掛詞が多い

ので、色々と拡大解釈できるのも楽しみの一つのようです。私が一瞬で覚えたのはこれやこの

行くも帰るも別れては知るも知らぬも逢坂の関です。あっけらかんとした自然体で互いに受容

しているかのようです。あまつ風雲のかよひ路吹きとぢよをとめの姿しばしとどめむの歌を唱

えながら、私はトイレに急ぎます。また、ひさかたの光のどけき春の日にしづ心なく花の散る

らむは、妹たちと川原の土手でお弁当を食べ、遊んだ時、桜の花びらがひらひらと舞い散った

幼い日のことが夢のように思い浮かぶ歌です。年も変わり、2月 22 日、秋風にたなびく雲の絶

え間よりもれいづる月の影のさやけさを最後に、遅ればせながら、ついに百首を 122 日間で読

み終えました。自分にご褒美をあげたい気分です。 


